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特別損失の計上及び通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2026年 2月期決算において、下記のとおり特別損失の計上を行いましたのでお知らせい

たします。 

併せて 2025年 4 月 8日に公表しました 2026 年 2月期（2025 年 3月 1 日～2026 年 2 月 28 日）の

通期連結業績予想と本日公表の実績値に差異が発生しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の計上およびその内容 

 当社グループは、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社グループの保有する固定資産

についての将来の回収可能性を慎重に検討した結果、主に教育サービス部門における教室等に係る

減損損失、および、介護サービス部門に係るデイサービスから訪問介護への業態変更に伴うのれん

の見直しによる減損損失を 247 百万円、また教室の移転リニューアルなどによる固定資産除却損を

123百万円計上いたしました。 

 

２．2026年 2月期（通期）業績予想と実績値との差異（2025年 3月１日～2026年 2月 28日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 18,592 923 722 321 39 円 45 銭 

実績値（Ｂ） 18,653 899 752 628 77 円 27 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 61 △24 30 307 - 

増減率（％） 0.3 △2.6 4.1 95.7 - 

（ご参考）前期実績 18,459 918 719 317 35 円 84 銭 

 

３．差異の理由 

 親会社株主に帰属する当期純利益につきまして、上記 1.に記載した内容を含めた特別損失を合計

505百万円計上しましたが、第２四半期連結会計期間において投資有価証券売却益 692百万円を計上

したため、前回予想を 307百万円上回る実績となりました。 

以上 
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